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「あおば社協だより」は、
横浜市青葉区社会福祉協議会（以下、青葉区社協）
が実施している事業やイベントのお知らせ、報告等、
青葉区内の地域福祉に関する情報を掲載しています。

社会福祉法人 横浜市青葉区社会福祉協議会
ホームページ http://aosha.jp/
青葉区社協 やってます！
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青葉区社会福祉大会を青葉区社会福祉大会を
開催しました！開催しました！

令和５年11月16日（木）に第29回青葉区社会福祉大会を開催しました。
第１部は、青葉区内の地域福祉・ボランティア活動に貢献された方々の社会福祉功労者表彰式典、
第２部は、青葉かがやく生き生きプラン（青葉区地域福祉保健計画）の事例発表会を行いました。

　　　　社会福祉功労者表彰式典
　善意銀行に多額のご寄付をいただいた個人２名・２団体に感謝
状、地域福祉保健活動やボランティア活動に功績が顕著な個人
26名・３団体に表彰状をお贈りしました。

　　　　青葉かがやく生き生きプラン　事例発表会
　「青葉かがやく生き生きプラン（青葉区地域福祉保健計画）」は区全体の計画で、誰もが安心して自分らし
く健やかに暮らせる地域をめざし、「頼み・頼まれる」身近な支え合いの仕組みづくりを進めることを目的
とした計画です。
　また、区内の多様な地域性を踏まえ、地域の特性や強みをいかし、地域課題にきめ細やかに対応していく
ため、15の地区連合町内会のエリアごとに地区別計画を策定し、地区それぞれの特性や課題に応じた目標と
取組をまとめています。
　今回は、【中里地区】と【谷本地区】の皆さんに取組事例を発表していただきました。

第１部は、青葉区内の地域福祉・ボランティア活動に貢献された方々の社会福祉功労者表彰式典、

長年ボランティア活動を続けられ、今回受賞された新荏田地区社協
お困りさんお助け隊 様に
「受賞の喜びの言葉」を聞きました。

受賞された皆様、
おめでとうございます！

皆さまのおかげで、
14年間分のたくさんの
「ありがとう」をいただきました。
感謝に押されて、これからも
活動を続けていきます！

第29回

第１部

第2部

谷本地区中里地区



　青葉区社協では、障害福祉の理解啓発に取り組んでいます。「インタビュー　えがお・
あおば」では、区内施設・団体で活動している障害のある方々への取材を通じて、普
段のご様子や声をご紹介します。

社会福祉法人　横浜市青葉区社会福祉協議会
〒225-0024　横浜市青葉区市ケ尾町1169 番地 22　青葉区福祉保健活動拠点「ふれあい青葉」内
電話　045-972-8836（代表）　045-972-7018（ボランティアセンター）　045-479-9111（移動情報センター）
ＦＡＸ 045-972-7519
メール info-aoba@yokohamashakyo.jp（代表）　ＵＲＬ http://aosha.jp/
「あおば社協だより」は、赤い羽根共同募金配分金の一部を活用して発行しています。

※協力：本会当事者団体部会・障害者施設連絡会

インタビュー

「えがお・あおば」

http://aosha.jp/
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至藤が丘

社会福祉法人
横浜市青葉区社会福祉協議会

東急田園都市線

市が尾駅

09　社会福祉法人　グリーン
障害者施設連絡会のグリーンに通っている【あおいさん】【はなさん】に
インタビューを行い、お話を伺いました。今回はその一部をご紹介します！

ご寄付いただきご寄付いただき
ありがとうございます。ありがとうございます。

全日本ろうあ連盟理事、デフリンピック運営委員会事務局長
倉野直紀氏を講師に迎えました。
講演会後はミニ手話講座で簡単な挨拶等を学びました。　

青葉区さわやかスポー
ツ普及委員さん、えだ
福祉ホームさんにご協
力頂きました。　
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事業レポート

（2023年 7月 25日～ 2023年 10月 31日　寄付者ご芳名）
志村善一様／伊藤彰彦様／イトーヨーカドー労働組合たまプラーザ支部様／横浜市大場みすずが丘地区
センター様／株式会社朝日様／青葉区役所地域振興課資源担当・資源循環局のフードドライブ提供品／
有限会社大真様／匿名 13件　※順不同

令和５年度、青葉区では【ボッチャ・モルック体験会】と
【講演会「デフリンピックから学ぶ誰もが個性を活かした
力を発揮できる共生社会」】を行いました。

障害者週間
キャンペーン

「障害者週間」とは
毎年 12月 3日から 9日が「障害者週間」となっています。この期間に “障害 ”や障害者
に対する理解啓発を深めるための取組みが行われます。

▶あおいさん
　 高校で畑の実習に1週間来た。
その後に内定をもらった。
　 他は制服があるがグリーンは服
装自由だったのでここに決めた。

▶あおいさん
　 職員さんに髪の毛をとかして
もらうことが嬉しい。
　 鏡をみて綺麗になったと言わ
れると嬉しい。

▶はなさん
　 麻生支援学校の実習で
きたことがきっかけ。

▶はなさん
 職員さんが野菜の切り方
を教えてくれたのが助かっ
た。

▶あおいさん
　 毎年「グリーン」で旅行やイベントに
行くことが楽しい。今年は千葉にいっ
た。

　 台風で帰ってくるのが大変だったけど、
それはそれでいい思い出になった。

▶はなさん
　 野菜を切ったり、他の利用者さんと一緒に
電車の絵を描くことが楽しい。

　 ９月にあったマラソン大会では職員のTシャ
ツの背中の部分に絵を描いた。
　 購入者に渡す紙袋にも絵を描いている。

グリーンに通うようになったきっかけは何ですか？

他の人からしてもらって嬉しいことや助かることはありますか？

何をしている時が一番楽しいですか？

左：橘　碧依（たちばな　あおい） さん
右：松本　英（まつもと　はな）さん
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たちばな　あおい さん


